
ケータイゴリラ ８年間の軌跡



ケータイゴリラ活動のおさらい



携帯電話の年間契約者数

携帯電話の年間契約者数



リサイクルに対する認知

リサイクルに対する認知



回収の実情

回収の実情



携帯電話をあけてみると

携帯電話をあけてみると



携帯電話をあけてみると

携帯電話をあけてみると



世界と繋がっている携帯電話

世界とつながっている携帯電話



レアメタル

レアメタルとは？

①地球上に存在している量(埋蔵量)が非常に少ない金属

③鉱石からの抽出が経済的・物理的に困難な金属

②存在している地域が大きく偏っている金属

レアメタル全３１鉱種
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タンタルとは

小型化のヒーロー 「タンタル」とは

・融点が3000℃と高く、耐食性がある

・以前のアルミニウムコンデンサーに比べ、

タンタルコンデンサーは、同じ性能を１/60のサイズで実現

・タンタルコンデンサーの年間生産数は270億個（2000年）



紛争の巣 コンゴ

紛争の巣 コンゴ民主共和国（元ザイール共和国）



紛争とつながっている私たち

紛争と繋がっている私たち



紛争が引き起こす悲劇●子ども兵
コンゴでは少なくとも３万人の少年／少女が

戦闘員、慰安婦として働かされていると言われています

●環境問題
過剰な森林伐採、戦闘に伴う破壊など直接的影響だけでなく、

社会が不安定なことで教育を受けられないゆえ持続可能な生

活の仕方や環境保護を計画することができないことも環境破

壊に繋がっています。

●HIV/エイズ
コンゴでは、都市部の病院のベッド数の35％がエイズ患者が

占めています。

●貧困
コンゴでは全世帯の70％が1日1米ドル未満で生活しています。

紛争が引き起こす悲劇



ゴリラってどんな動物？

マウンテンゴリラってどんな動物？



どこにすんでるの？

マウンテンゴリラってどこにすんでいるの？



危機にさらされるゴリラ

危機にさらされるマウンテンゴリラ

Copyright (C) IGCP



ケータイゴリラ紹介

わたしたちにできること。 「ケータイゴリラ」キャンペーン



携帯電話回収の流れ

携帯電話回収の流れ



寄付先

ケータイゴリラ寄付先

2009年〜 ポレポレ基金日本支部にも寄付を開始



ケータイゴリラ 活動の経緯



環境コンサルタントのペオ・エクベリさん講演で

携帯電話とゴリラの関係、その事実に衝撃を

受ける！その後、羽仁カンタは知人友人に話し

を持ちかけるが、実現せず

白井グループ社長との打ち合わせ（忘年会）で、

ケータイゴリラ実施について意気投合、準備を開始

アースデイ東京08で初出展、４８０台回収

本格始動！

その後、月一回はイベントにて

ブースを出展し、市民への問題

提起と廃携帯電話の回収を行う

NHK佐賀主催イベントに招待

2006年 秋

2007年 12月

2008年 4月

7月



回収詳細

ケータイゴリラ出展・回収実績



「丸の内さえずり館」にて１ヶ月の展示を実施

★ゴリラのパネルを作って展示、セミナーも実施！

国内最大の環境展示会「エコプロダクツ」にて

ブースを出展

2008年11月

2008年12月





ららぽーと豊洲、柏の葉でケータイゴリラブース出展実施

★初の企業とのコラボ！

国際霊長類学会会長の山極寿一さんを訪問し、協力を要請

アクセンチュアからの助成決定！

毎月山極先生を訪問し、現地調査の同行/コーディネートを依頼

NNNドキュメントで３０分のケータイゴリラの番組放送される

中央労働金庫から社員携帯３００台一括寄付 ★初の法人回収

2009年 4月

2009年 6月

2009年 8月

9月〜12月

2009年 10月

2009年 12月



ステッカー



参加するしくみ！ パッケージレンタル

イベントにおすすめ。ケータイゴリラ実施キット、貸し出しています。



羽仁カンタ、コンゴ民主共和国へ現地調査を実施

コンゴで撮影した映像が NHK おはよう日本にて放送

回収BOX ジャングルボックス誕生！

内閣府こどもイベントにて、携帯解体教室実施

海外ゲストも招いて、シンポジウム開催！

生物多様性条約第１０回締約国会議（COP10）に

ブース出展、会議参加

アフリカの野生生物見学ツアー準備開始

2010年 1月

2010年 2月

2010年 6月

2010年 8月

2010年 9月

2010年 10月



ジャングルボックス

365日いつでも回収できるボックス誕生！
身の回りの学校や会社、お店等でできる
社会貢献としても活躍。



ケニア、ルワンダ、コンゴへのツアーを実施（13日間、４名参加）

J-wave フリーマーケットへ出展(８００台回収）

白ロム、赤ロムなど携帯電話のリユース調査を開始

メンバー募集オリエンテーションを開催

中古携帯買取企業エコケーの社長と出会う！ リユース

（中古携帯）への道が開ける。（1台500円〜３０００円程度）

2011年

3月

5月

6月

10月

11月



WEBサイトの全面リニューアルを行い、発信力を向上

エコケーとコラボして中古携帯回収活動開始

Earth Day 東京（327台回収）

神奈川総合高校、青山短期女子大学にて出張授業を実施

エコプロダクツの主催企画として出展/回収、子ども向けの

参加型ワークショップを実施しました。

2012年

2月

4月

6月

12月



メンバー募集オリエンテーションを開催

中古携帯回収着払い専用封筒が完成！

アースデイマネーに登録、翌1月まで毎月出展

Dr.バサボセを招いてゴリラの現状を知る勉強会を開催

エコプロダクツの主催企画として出展/回収

アースデイ東京にてブース出展（150台回収）

「アフリカにおける野生動物の密猟の現状とその保全」実施

WE21活動報告会実施

「日本人が知らないアフリカ紛争地域の今」を実施

2013年
３月

５月

７月

11月

12月

2014年

４月

８月

１２月



ASJ内部で解散についてのディスカッションを開始

パートナー企業も巻き込んで解散報告会の準備

解散に向けた準備ミーティングを数回実施

ジャングルボックスの回収、報告会準備、関係者への連絡など

解散報告会〜 「ケータイゴリラ 8年間の軌跡」

2014年

１２月

2015年

春

５.21





私たちのアクション



私たちの携帯電話の在り方を見直そう

×

コンゴ民主共和国を支援しよう

携帯電話回収キャンペーン

「リサイクル」にご寄付いただいた場合、
１台あたり約50円～80円がゴリラの保護活動に寄

付されます。



常設回収BOX「ジャングルBOX」
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AVEDAライフスタイル サロン＆スパ南青山店



これまでの携帯電話回収活動

2008年 ケータイゴリラ始動

EarthDayTokyo2008にてイベント初参加

ゴリラを守ろう！携帯電話リサイクルキャ
ン

ペーン開始

2009年 法人向け携帯電話回収の開始

2010年 ジャングルBOXのリリース

2011年 総回収台数10,000台突破

リユース回収開始

2012年 リユース回収BOXのリリース



主なイベントでの携帯電話回収成果

2008年 EarthDayTokyo2008 480台

ONE LOVE JAMAICA FESTIVAL 132台

エコプロダクツ展 273台

2009年 EarthDayTokyo2009                           442台

J-WAVE FLEA MARKET                     807台

2009NEW環境展 385台

2010年 EarthDayTokyo2010 442台

ニックス七夕チャリティーカレー 161台

エコプロダクツ2010 202台

2011年 EarthDayTokyo2011 272台

J-WAVE FLEA MARKET 462台

エコプロダクツ2011 224台



主なイベントでの携帯電話回収成果

2012年 六本木ヒルズ自治会イベント 341台

EarthDayTokyo2012 306台

J-WAVE FLEA MARKET 302台

エコプロダクツ2012 296台

2013年 EarthDayTokyo2013  196台



これまでの活動



わたしにとって、
ケータイゴリラとは、



出会い、そして
自己成長





アクション：
ゴリラを守ろう～携帯電話回収キャンペーン～

私たちの携帯電話の在り方を見直そう×コンゴ民主共和国を支援しよう

これまでに13000台の携帯電話を回収！

A SEED JAPAN
一人が変わる、社会は変わる。



携帯電話回収の流れ

携帯電話回収の流れ



■イベント出展

イベントなどにブース出展し、

問題を啓発するとともに携帯電話を回収。

■常設回収ＢＯＸ

常設設置ＢＯＸ「ジャングルボックス」の設置。

■講師派遣

学校、会社、学園祭、イベント、などで講演を行いました
【講師派遣の一例】

・青山学院大学女子短期大学 ・立教大学・文教学院大学

■一括法人回収

企業、行政、NPOで法人契約している携帯電話で

使えなくなったものを一括してリサイクル。

啓発、使用済み携帯電話回収への取り組み



2013年11月ポレポレ基金バサボセ氏を囲んで勉強会



アースデイ東京2011 エネルギーシフトパレード&ブース出展



2012年エコプロダクツ展



法人回収の光景



↓
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AVEDAライフスタイル サロン＆スパ南青山店↓ソニー・ミュージックエンタテイメント株式会社市ヶ谷ビル





【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

携帯電話回収～貴金属精錬

SK14-1189 55



【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

SK14-1189 56

【始まり】

タンタルコンデンサの回収
↓

リサイクル
↓

収益を寄付



【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

SK14-1189 57

【貴金属回収】

携帯電話が都市鉱山の訳



【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

SK14-1189 58

【精錬】



【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

SK14-1189 59

【精錬】



【機密破壊】で検索

検索は【機密破壊】株式会社 三光金属

SK14-1189 60

【実績】

2008年 アースデイ

2014年 エコプロ

128案件
10,637台
（約1.2ｔ）

回収量
Au 約350g

Ag 約900g

Pd 約 70g

Cu 約65kg

～

WE21ショップ様 1,075台

100台以上回収
引取場所 台数

アースデイ０８ 480台

ジャマイカ０８ 132台

三瀬プラ０８ 357台

新横アリーナ０８ 208台

夏フェスタ０８ 125台

テレビタ熊本０８ 787台

さえずり館０８ 111台

エコプロ０８ 273台

Earth Day Tokyo 2009 442台

J-WAVE FLEA MARKET 807台

2009NEW環境展 385台

Earth Day Tokyo 2010 422台

ニックス七夕チャリティカレー 161台

エコプロダクツ2010 202台

アースデイ 215台

新宿 事務所 886台

アースデイ 306台

ｱｼｰﾄﾞ本部 510台

サムスン 237台

六本木ヒルズ 113台

六本木ヒルズ 135台

J-WAVE 116台

エコプロ 145台

エコプロ 111台

エコプロ 122台

7,788台





人はごみを捨てます。会社もごみを捨てます。
ごみはいったいどこに行ってどうなるのでしょ
うか。

白井グループは社会インフラ企業として都市の
静脈物流を支えています。白井グループの廃棄
物マネジメントは環境に良いだけでなく、お客
様のビジネスにも良い影響を与えます。

刻々と変化するビジネス環境。
廃棄物サービスも変わらなければなりません。

白井グループはお客様のビジネスパートナーと
して廃棄物ビジネスの革新に挑戦しています。

白井グループ株式会社

東京千代田区神田淡路町1-2
クリスタルビル7階
TEL. 03-6811-7011
http://www.shirai-g.co.jp

白井グループはA SEED JAPANと協力し
ケータイゴリラの活動を応援しています。





小型家電リサイクル法施行までの流れ

年 月 国 東京都

2008 12

環境省・経産省共同で「使用済小型家電からの
レアメタルの回収及び適正処理に関する研究会」
が
設置される

「希少金属等含有製品回収促進協議会」の設置
使用済み携帯電話回収実験の実施が行われる

2009 環境省・経産省の「使用済小型家電回収モデル事業」に江東区・八王子市が実施（H23まで継続）

2010 6

「使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適
正処理に関する研究会リサイクルシステムワーキ
ング
グループ」が設置

→内閣府の「規制・制度改革に関する分科会」に
て
グリーンイノベーションWGに使用済小型家電
リサイクル推進が検討事項としてあげられる

東京23区清掃一部事務組合との金属資源回収取組
の検討が開始

2011 3
中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会の下に
「小型電子機器リサイクル制度及び使用済み製品
中の有用金属の再生利用に関する小委員会」設置

中央防波堤外側埋立処分場内粗大ごみ処理施設で
金属資源回収の実証実験を実施

2012 7
「使用済小型電子機器リサイクル促進のための検
討会」を設置

8
使用済み小型電子機器等の再資源化の促進に関す
る法律（小型家電リサイクル法）制定

2013 4 小型家電リサイクル法施行





ケータイゴリラ
presents

ルワンダ・コンゴ
現地調査報告会

２０１０年５月２５日

羽仁カンタ



現地調査目的

１.野生のゴリラに会い、

ゴリラの置かれている状況を調査する。

２.タンタル採掘現場に行き、

現場で起きていることを調査する。

３.この問題に取り組む

現地NGOの方にインタビューする。

４.ケータイゴリラ主催のゴリラ見学ツアーが

実施可能か調査する。



基本情報



安全確保の為、アフリカに強い二人の先輩に同行頂いた。

神戸俊平

（獣医師）

山極寿一

（京都大学大学院教授）



東アフリカ

東アフリカ
コンゴ、ルワンダ、タンザニア、

ブルンジ、ウガンダ



訪問地
周辺図



ゴリラは２種４亜種に分類される

ヒガシローランドゴリラ マウンテンゴリラ

ニシローランドゴリラクロスリバーゴリラ



マウンテンゴリラヒガシローランドゴリラ
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ゴリラの

調査



ビルンガとカフジビエガ国立公園

←ビルンガNP

カフジビエガNP ↓



ヒガシローランドゴリラも被害に遭っていた！

• カフジビエガ国立公園には、ヒガシローランドゴリラが生息している。

• ２００６年の調査では、２５４頭だったヒガシローランドゴリラも、２００９年の調
査では約１５０頭まで激減している。

• 多くは非合法タンタル採掘の影響だ！

• 自然豊かな公園内での戦いのため、主な食料調達は、そこに住む象やゴリ
ラ、チンパンジーなどを殺すか、植物などを取っていた。

• ゴリラなど動物の赤ちゃんたちは、戦いを行っている彼らの手によって捕まえ
られ、海外に売り飛ばされてお金になっていた。そのため都市では、売られて
いくゴリラの赤ちゃんなどが見られるようになった。

• 1996年頃から、採掘が影響し、野生生物がブッシュミートや象牙細工などの
ため取られるようになった。

※今回の調査で訪問したブカブ市に拠点を置く、ポレポレ基金の調査担当ディレクターのインタビュ
ーや調査報告書がある。



ゴリラ
トレッキング
ツアー
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マウンテンゴリラ
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マウンテンゴリラヒガシローランドゴリラ
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ヒガシローランドゴリラ

コ
ン
ゴ



PNV, ORTPN, 2009



PNV, ORTPN, 2009



タンタル

採掘



タンタル採掘現場に行く
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Source: http://pulitzercenter.org/slideshows/coltan-mines



EXTRACTED COLTAN BY A 

VILLAGER

Source: http://pulitzercenter.org/slideshows/coltan-mines



渡航前に把握していた内容

露天掘りである。

坑内堀り 露天堀り



■合法的な採掘は野生動物に影響なし
-タンタルの採掘は、コンゴの北東部、北キブ州で主に実施されてい
る。
-合法的な採掘は、野生生物への影響はほとんど無い。
-畑や集落の側なため自然環境は破壊されますが、野生動物は生息
していないため影響はありません。

■非合法採掘＠国立公園内が被害を生んでいる
-一部の採掘は国立公園の中で実施されている。
-これが完全に非合法の手段であり、犯罪である。
-国立公園の中での非合法採掘のみが、ゴリラの生息域や公園内の
生態系を破壊している。

非合法採掘に寄って激減する野生生物たち



ELEPHANTS WERE KILLED 

FOR BUSHMEAT
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GORILLAS WERE KILLED 

FOR BUSHMEAT

PNKB/ICCN, 1999
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食べられてしまったゴリラの骨
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現地との

つながり



持続可能な採掘と地域の発展
現地NGOのメンバーとディスカッションしました。

☆ポレポレ基金の代表：John kahekwa
☆ポレポレ基金の事務局長：Dominique Bikaba
☆京都大学教授：山極寿一
☆国際ゴリラ保全計画：
（International Gorilla Conservation Program）
★ケータイゴリラ事務局：羽仁カンタ

タンタル採掘がゴリラや野生生物を多大なり影響を与えている事実
をふまえて、今後どうなっていくべきかディスカッションしました。
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現地NGOメンバーとの
ディスカッション
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ケータイゴリラ主催のゴリラトレッキングツアーの可能性

コ
ン
ゴ



ル
ワ
ン
ダ



ル
ワ
ン
ダ





現地調査目的に対する評価

◆成果１
タンタル採掘によってゴリラは密猟されている、という事実を確認した。

◆成果２
ヒガシローランドゴリラについても様々な媒体で表記し、保護を呼びかける

◆成果３
地域のことを考えたエシカルな鉱物調達を考える。

◆成果４
多くの人に現状を知ってもらうため来冬ルワンダ視察ツアー実施予定

◆成果５
現地NGOとの連携
９月開催予定のシンポジウムにポレポレ基金事務局長のドミニクを招聘ル
ワンダ視察ツアー実施し講師を担っていただく。
今後も収益金を寄付していく。随時最新情報を提供いただく。





みなさまのご協力のおかげで

総額…

寄付金額合計

1,729,598円！
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